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章 第4章 ①

基本施策 4-03

施策 4-03-01

継続

年度 H28 H29 H30 H31 H32

目標値 4 5 4 4 4

実績値 4

行政の

評価

協働相手の

評価
点数 評価

対等性 18 Ｅ

相互理解 32 Ｄ

自主性尊重 46 Ｃ

自立化 61 Ｂ

目的共有 76 Ａ

相互補完

公開

相互変革

期限設定

0 0

0 #N/A
Ａ評価 Ｂ評価 Ｃ評価 Ｄ評価 Ｅ評価

90～76 75～61 60～46 45～32 31～18

協働によって

得られた効果

協働することで

見えた課題や協

働相手に対して

求めることなど

馴れ合いを防ぐため達成目標や事業期間など協働関係を解消する条件を決め、緊張感を保つことができたか。

評価点

総合点 総合評価
行政・協働相手の評価点を合計して算出

（※協働相手の評価が未記入の場合は行政の

点数を2倍して算出）

行政の
意見 協働相手の意見

互いに依存することなく、協働相手の自立化を進められたか。
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協働相手と目的を共有することができたか。

互いの特性を踏まえつつ、互いに補い合いながら役割分担することができたか。

協働事業のプロセスや結果等の情報を公開し、市民に対する説明責任を果たすことができたか。

協働を通して「共に学び」「共に育ち」「共に変わる」という姿勢や意識を持つことができたか。

互いの立場や特性を相互に理解し尊重したうえで、それぞれの役割を明確にすることができたか。

← ← → → 協働相手の長所を活かし、協働相手の自主性を尊重することができたか。

平成３０年度
実施計画

ホームページやしみんだよりに美化ボランティア募集の記事を掲載するとともに、パネル展示などを行い、美
化ボランティア団体の募集を随時行う。また、活動に参加する等して集めた団体の声を基に、今後の支援内
容を検討する。

平成３０年度

事業評価

協働の原則に基づいた評価項目

互いに対等の関係を保つことができたか。

5 4 3 2 1

事業の
概要・目的

市民の方々による身近な道路、河川等の公共施設の美化活動を通して地域コミュニティの再生を図る。

目標指標

指標名 奈良市市民参画及び協働によるまちづくり審議会の開催

単位 回

区分 特記事項

平成３０年度事業費 予算額 1,674 決算額 （単位：千円）

相手方の名称 自治会、ボランティア団体、事業者等 協働事業の実施手法 事業協力

実施の時期 通年 事業開始年度 平成20年度

総合計画上の
位置付け

生活環境

展開方向

環境美化活動の推進

生活・環境衛生 アダプトプログラム推進事業を実施し、地域のボランティアによる
道路、河川等の公共施設の美化活動を支援します。環境美化の推進

協働事業

No. 58 アダプトプログラム推進事業「さわやかクリーン奈良」

部名 市民活動部 協働推進課

Ｎｏ.…
昨年度にも掲載している事業の場
合は昨年度のシートと同じ番号を
記入してください。新規掲載事業
の場合は記入不要です。

総合計画上の位置付け…
「奈良市第４次総合計画　後期基
本計画」を参照して記入してくだ
さい。

協働事業の実施手法…
実施手法を「委託、指定管理、事
業協力、共催、実行委員会・協議
会、後援、補助・助成、情報交
換・情報提供、審議会・委員会
等」から選択してください。

※実施手法については、別紙「確
認事項」をご参照ください。

実施の時期…
一年を通して実施する場合は
「通年」と記入し、その他「年
○回」、「随時」等記入してく
ださい。

区分、特記事項…
平成29年度を基準として、次年度の方向
性を「継続、拡大、縮小、廃止、完了」
から選択し、それについて特記事項があ
れば記入してください。

平成30年度実施計画…
事業の実施計画について、協働に
よる取組の具体的な内容を記載し
てください。


